
～ 令和7年2月28日

（対象者数） １５名 （回答者数） ８名

～ 令和7年2月28日

（対象者数） ４名 （回答者数） ４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

異年齢でも共同で取り組める活動を工夫し、更に内容が充実

した支援に繋げて行きたい。

2

今後も継続しつつも、その都度振り返りを行い更に内容を充

実していけるよう努力する。

3

小さな目標だけでなく、その先に見える課題も意識して取り

組める環境をととのえていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

各関係機関との交流を通して支援の質を高めて行きたい。

具体的には、地域のイベントなどへの合同参加を企画したい

2

3

○事業所名 おれんじキッズ＆児童デイサービス・アニマート名護いさがわ

○保護者評価実施期間
令和7年2月20日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の各関係機関との関りが少ない。 アニマートグループ内での交流や情報交換は十分に行われてい

るが外部との関りが少ない。

異年齢の子供達の居場所作りが出来ている。 異年齢でも関わり合える環境作りに取り組んでいる。

利用者様も含めて、事業所としてのまとまりが出来ている。 利用者様とスタッフが日々の活動を通して共通の体験をする

事で経験み一体感が持てるようにしている。

沢山の成功体験の積み増しをし、自信につなげる支援を心掛け

ている。

できた。完成した。等の成功体験を沢山経験出来るように、小

さな目標設定をしながらその子に合った支援をしている。

事業所における自己評価総括表公表


